
⑦ スカラネット入力下書き用紙 ５ページ目

この欄から選択

2018年以降入学者は

最高月額が採用にならなかった場合の
第二希望金額を選択

第一種奨学金の月額選択



⑦ スカラネット入力下書き用紙 ６ページ目

この欄から選択

2017年以前入学者は

返還方式を選択

「貸与奨学金案内」１７ページ参照

今までに同学種で第一種を貸与した
ことがある場合は「はい」



⑦ スカラネット入力下書き用紙 ６ページ目

✔

第二種の月額を選択

✖

2020年4月～9月のいずれかの月を選択



⑦ スカラネット入力下書き用紙 ６ページ目

１年生と編入学の人のみ選択
「貸与奨学金案内」10・11ページ参照

第二種奨学金と入学時特別増額奨学金を希望する人
のみ選択「貸与奨学金案内」１５ページ参照



⑦ スカラネット入力下書き用紙 ７ページ目

最終学歴や高卒認定試験合格履歴などを偽りなく記入



⑦ スカラネット入力下書き用紙 ７ページ目

これまでに日本学生支援機構奨学金を受けたことがある（受けている）場合は記入



⑦ スカラネット入力下書き用紙 ８ページ目

「貸与奨学金案内」21ページ～25ページを参照し、保証制度をいずれかで選択



⑦ スカラネット入力下書き用紙 ８ページ目

自分自身について間違えないように記入



⑦ スカラネット入力下書き用紙 ９・１０ページ目

８ページで保証制度を（１）人的保証を選択した方は、連帯保証人と保証人を２名分を必ず記入

連帯保証人は父母のいずれか 保証人は父母はNG ４親等以内の65歳未満の親族



⑦ スカラネット入力下書き用紙 １０ページ目

８ページで保証制度を（２）機関保証を選択した方は、自分以外の連絡先を記入



⑦ スカラネット入力下書き用紙 １１ページ目

スカラネット入力時点で未成年の方は、親権者について必ず記入してください。



⑦ スカラネット入力下書き用紙 １１ページ目

社会的養護を必要する人に場合は 〇はい

自分自身が2019年度課税されている場合は 〇はい

家族の人数は、生計を同一である人数を記入
独立して生活している兄弟姉妹や祖父母は除く

生計維持者は、無職でも、離別・死別などでいない場合を除いて原則父母２名



⑦ スカラネット入力下書き用紙 １２・１３ページ目

必要書類④の収入状況欄・収入計算欄で
記入した内容を参考に収入欄を記入

「貸与奨学金案内」35・36ページを
参考にしてください。



⑦ スカラネット入力下書き用紙 １４ページ目

就学者と就学前の兄弟姉妹の人数を記入

（１）で記入した人数の内訳を記入

自分・生計維持者・（２）の人以外の
同一生計者を記入



⑦ スカラネット入力下書き用紙 １４ページ目

年間授業料はこちら

２．以降は、必要書類⑥で準備し
た「Ⅲ.特別控除に関する証明書
類」と「貸与奨学金案内」38ペー
ジを併せて確認しながら記入

1年生（2019年4月入学）の授業料

学科 授業料 学科 授業料

写真 映画

音楽 放送

演劇 美術

文芸 104万円 デザイン

2年生以上（2018年4月以前入学）の授業料

全員 102万円

111万円
114万円

110万円

2019年度以降の入学者の授業料

2018年度以前の入学者の授業料



⑦ スカラネット入力下書き用紙 １５ページ目

必要書類③で準備した「学生本人名義
の銀行口座の通帳コピー」の情報を間
違えないように記入

毎年、口座の記入間違えで、奨学金が
振り込まれない事象が起きています。



⑦ スカラネット入力下書き用紙 １６ページ目

今回は、定期採用となりますので、基
本的には、こちらのページは未記入

ただし、１年以内に大きな家計急変が
あった場合には、ご相談ください。

スカラネットの下書きはここで終了



手続きのながれ③で準備する必要書類

①【全員】確認書（同意書）

②【該当者】成績に関する書類

③【全員】学生本人名義の銀行口座の通帳コピー

④【全員】収入状況欄・収入計算欄

⑤【該当者】収入に関する証明書類

⑥【該当者】Ⅲ.特別控除に関する証明書類

⑦【全員】スカラネット入力下書き用紙【貸与奨学金のみ申込み用】

⑬【該当者】在留資格及び在留期間が明記されている証明書

⑭【該当者】施設等在籍証明書等

※書類番号は「手続きのながれ」に記載の必要書類の番号と連動



⑬ 【該当者】在留資格及び在留期間が明記されている証明書

申込者（学生）本人が外国籍の場合，受給可能な在留資格であることを

示すために提出。

・在留カード（コピー）

・特別永住者証明書（コピー）

・住民票の写し（原本）

等，在留資格・在留期間（※）が明記されているもの

（いずれか1点）

※「法廷特別永住者」及び「永住者」については，在留期間が記載され

た書類の提出は必要ありません。



手続きのながれ③で準備する必要書類

①【全員】確認書（同意書）

②【該当者】成績に関する書類

③【全員】学生本人名義の銀行口座の通帳コピー

④【全員】収入状況欄・収入計算欄

⑤【該当者】収入に関する証明書類

⑥【該当者】Ⅲ.特別控除に関する証明書類

⑦【全員】スカラネット入力下書き用紙【貸与奨学金のみ申込み用】

⑬【該当者】在留資格及び在留期間が明記されている証明書

⑭【該当者】施設等在籍証明書等

※書類番号は「手続きのながれ」に記載の必要書類の番号と連動



⑭ 【該当者】施設等在籍証明書等

スカラネット下書き用の11ページ「J-あなたの家族情報 1.あなたは社会

的養護を必要とする人か」の設問に「はい」と選択した方は，施設に入

所していた，又は里親による養育を受けていたことがわかる日付が記載

された証明書類の提出が必要です。

証明書類の例

「施設等在籍証明書」（施設長発行）

「児童（里親）委託証明書」（児童相談所発行）

「措置解除決定通知書」（児童相談所発行）等（コピー可）

※JASSO所定様式「施設等在籍・退所証明書」でも可



必要書類の説明は以上です。

日本学生支援機構奨学金の申込方法は，大変複雑ですが，みなさんが奨学金を申込む上で必要な情報の
ほとんどが、「奨学金案内」に記載されています。

疑問に思うことがあったら、まず、「奨学金案内」を落ち着いて熟読してみてください。きっと、答え
はそこにあります。

日芸に入学されたみなさんであれば、きっと，その答えを見つけ出す力を持っています。

なお、今後のコロナ感染拡大の状況によっては，窓口業務も停止し、書類の提出方法は郵送のみとなる
可能性はありますが，みなさんが奨学金を申込む機会を一切失うといった不利益なことになる確率は極
めて低いと考えます。

日芸は、郵送・メール・電話などで，可能な限り、経済的に修学困難な学生の力になりたいと考えてい
ます。

その後のながれを、頻繁に日芸のホームページでご確認いただき、落ち着いて情報を取得するよう、努
めてください。

日本大学芸術学部学生課


